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１．対象部材
平形屋根用スレート 略称：CjK スレート

２．標準(共通)化の部位
標準(共通)化の部位を図１に示す。

Ａ：スレートの全幅
Ｂ：スレートの全長
Ｃ：スレートの働き長さ
Ｄ：スレートの厚み

図１－標準(共通)化の部位

３．寸法・形状
図１の各部位の寸法を表１に示す。

表１－各部位の寸法
単位：mm
寸法

９１０
４１４
１８２
５．２

４．表示方法
部材・印刷物・電子媒体などに、長期使用対応部材であることを表示する。
または、”CjK”マークを表示する。

５．特記事項
5.1 交換

施工後に１枚単位でスレートの差し替えができること。

Ｃ：スレートの働き長さ
Ｄ：スレートの厚み
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項目
Ａ：スレートの全幅
Ｂ：スレートの全長

Ａ

Ｂ



６．解説
6.1 側端部目地の形状

スレートの側端部には図２に示すような目地が施されている場合がある。屋根に葺いた状態でその
外観を比較した時、 目地の有無により外観の差が明確にわかるため、これまで基準書ではそれを
区別してきた。しかしながら、意匠の差はあるものの交換は可能であるため標準化対象外とした。

Ｍ：側端部突合せ目地幅

図２－側端部目地の例
6.2 下端部段差の形状

スレートの下端部には図３に示すような凹凸が施されている場合がある。下端の凹凸は10mm以内で
あれば、意匠の差が小さいので交換後の違和感も小さいと判断し標準化の部位としていた。この部位
についても”6.1側端部目地の形状”と同様に、意匠の差はあるものの交換は可能なため標準化対象外
とした。

Ｎ：下端部段差

図３－下端部段差の例
6.3 表面の凹凸のテクスチャ(樹皮柄、木目柄)

・屋根に葺いた状態での外観上の差異は、あまり感じられず、標準化対象外とした。
・色については、塗装による補修対応が可能のため、標準化対象外とした。

７．共通事項
7.1 寸法について

寸法は基準値を示し、公差・許容差を表すものではない。
7.2 交換について

交換については、専門知識を有する者が行うことを推奨する。
注記)専門知識を有する者とは：専門的知識、技術、経験を有する者である。

８．改訂履歴
8.1 2014年4月24日改訂

・”７．共通事項”を基準書記載内容改訂により記載
・符号、書式の統一
・色に関する規定の削除
・メーカー・製品名の固有名詞表記を取止め

8.2 2026年3月19日改訂
・”側端部形状”と”下端部形状”は交換修理（互換性）には影響しないと判断し、標準化部位
  から外した。また、その経緯がわかるよう”６．解説”に説明を加えた。
・”３．寸法・形状”の中で、寸法許容差の記述を削除した。
・JIS規格品以外にも対象を拡げるため、”5.2 対象範囲”を削除した。
・表の書式や表現を現行の書式に統一した。
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